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敬老のお祝いを迎えられた皆さま 

 

                         担当司祭 田丸 篤 

敬老のお祝いを迎えられた皆さま、暑い毎日が続い

ていますが、私たちが普段経験する様々な出来事を通

して、神様が語ってくださる神様の思いを感じること

ができたらと願います。私はこの３ヶ月程の間大事に

してきたことがあります。それは高齢や健康の事情で

教会に足を運ぶこと、ミサに参加することが難しくな

られた方々のために、自宅や入所されている施設を訪

問して、御聖体をお運びすること、また希望される方

には病者の秘跡を授けるようにしてきました。幸い呼

びかけに応えてくださり、家族や知り合いの信徒の

方々が車を出してくださり、私は１０名程の方に秘跡

を授けることができました。その中でお一人は臨終の

状態で病室で秘跡を授けました。その時私はその方の

耳元でイエス様の名を呼んでください、イエス様が共

にいてくださるように願ってくださいとお伝えしま

した。そしてその方は次の日、神様の元へ旅立たれま

した。もう一人の方は９０歳を越えて一人暮らしをさ

れている方でした。自宅を訪問し、御聖体と病者の秘

跡を授けました。御聖体を出した時、その方は目が輝

いて本当に喜んで御聖体を頂かれました。その時の笑

顔を忘れることができません。その方は私たちが訪問

した後９日後に帰天されました。私はそのような体験

をしながら私たちがもっとイエス様が残してくださ

った秘跡を大切にしていくこと、そして教会に来るこ

とができない方々をもっと大事にする必要を感じま

した。是非御家族や知り合いの方でそのような方々が

おられましたら、是非教会までご連絡ください。私は

日程を合わせて訪問したいと思っています。 

私は、私たちがイエス様につながり、イエス様が共

にいてくださることが一番の力になると感じます。イ

エス様は私たちにとって一番の支えであり、導き手で

す。そのイエス様に向かって普段から毎日「イエス様」

と呼びかけ、イエス様を信頼し共にいてくださるよう

に願い祈ってください。そのイエス様に向かう祈りこ

そ、今、私たちに必要な祈りです。いろんな事情で教

会に来ることができなくても、日常生活の中でイエス

様に向かって祈ることができます。また自分のありの

ままの姿をイエス様に伝えて必要とする力を願って

いくことも立派な祈りです。飾らないありのままの自

分をイエス様に表し、イエス様とのつながりを大切に

していくことです。９月９日、１０日の主日のミサは

敬老の方々をお祝いするミサでした。たくさんの方々

が来てくださいました。そのミサに参加することがで

きなかったたくさんの方々の上にも神様の豊かな祝

福をお祈りします。私たちが互いを思いやり、皆で心

を合わせてイエス様につながっていきたいです。その

ことを大切にする教会にしていきたいです。 
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★★信徒の声★★ 
 

名曲の散歩道(ドイツ) 

――アヴェ・マリア etc.―― 

T I 

コロナ禍に続く戦争勃発によって国際平和への道

程が遠のく時代です。音楽、美術、絵画等々,芸術、文

化の再興、発展は, 人々に癒やしの心を与える必須の

要件と考えます。 

ウクライナも侵攻したロシアも，バレエ、クラシッ

ク音楽、古典等々、歴史上も芸術を愛するお国柄です

が、ここでは、一歩寄り道して、同様に音楽大国であ

るドイツの各曲の片鱗を垣間見て、安らぎの一刻とす

ることができれば，幸いです。 

（1）ベートーヴェン 作曲   "御身を愛す“ 

1803 年 33 才のベートーヴェンのこの曲は、世

界中で広く愛唱されている。 

この旋律は、けがれのない純粋で美しい愛情を十

分表現している。二人の幸福に感謝を神に祈る歌

詞であり 端正に歌われることが望まれる。 

 「あなたが私を愛するように私はあなたを愛す

る。」 

（２）シューベルト 作曲   “楽に寄せて“ 

1817 年 20 才のシューベルトが作曲。親友シェ

ーバーの詩 「喜びにつけ、悲しみにつけ、この

歌曲に感謝を捧げよう！ 人生に明るい灯をと

もし、天国へ導いてくれる」 

この歌詞には、限りなく、敬愛と感謝の心が込め

られている。 

（3）モーヅアルト 作曲   “すみれ” 

1785 年ウイーンに於いてモーツァルトが、ゲー

テの美しい詩を詠んで詩と音楽との協奏が見ら

れる、深い愛情を讃える作品。歌詞は、「一本のス

ミレが牧場に咲いていた。スミレは羊飼いの少女

に摘まれたい想いと異なり，少女に踏みつけられ

て息絶えてしまった」 

（4）シューベルト 作曲   “アヴェ・マリア“ 

イギリス人詩人、作家ウォルター・スコットの叙

事詩「湖上の美人」からアダム・シュトルクがド

イツ語に訳し、当時 28 才のシューベルトが作曲。

詩は，乙女（歌詞では”エレンの歌“とも言われて

いる）が、聖母マリアに聖なる慰めを求める祈り

であり、敬虔な美しい響きをかもし出している。 

「女主人のエレンが湖のほとりの岩の上で父の

罪のゆるしをマリアに祈る」 

 

曲目”アヴェ・マリア“は、世界各地で 200 曲に及ぶ

作品がありますが、この作品もマリアへ祈る祈りで

あり、賛美の歌であると思います。 

 

―― 世界秩序が快復し、祈りとともに、世界平和

への道が開かれますように！ ―― 
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１．聴く会 

８月２７日ミサ後聖堂において 約１時間 原宿のマリアの宣教者フランシスコ修道会(原宿)のシスターS を

お招きして ３８年間に及ぶコンゴ民主共和国での宣教活動の話を伺いました。政情不安な地で、看護師

として文字通り命をかけて神の愛を証す活動 そこに派遣された経緯などを含め興味深いお話を、57 名の参

加者が伺うことができました。 「聴く会」では時間が限られますので、シスターS の話をもっと伺う機会を

別途、検討します。日時等、決まり次第、掲示板等でお知らせします。 

なお、シスターS と学生時代からの友人で今回の「聴く会」のきっかけを作っていただいた当教会信徒の 

MF さんに「シスターS の思い出」の寄稿をいただきました。すばらしい出会いの話です。ご一読下さい。 

 

 

1-2.「シスターS との想い出」 

M F 

シスターS とは聖母女子短期大学（現上智大学）での出会いでした。 

当時は全学生全寮制で朝の祈りから夕の祈りまで、舎監のシスター共々とても楽しい思い出いっぱいの三年間

でした。 

全員参加の三日間の完全黙想会はとても素晴らしく指導司祭の顔が今も浮かびます。 

卒業後 私は実家の近くのマリアの宣教者フランシスコ修道会経営の神戸海星病院に勤務しシスターS とも一

緒に勤務しました。 

やがてシスターS も私も退職しそれぞれに生活していたのですが、シスターが風の便りに修道会に入会しアフ

リカに行かれたと聞き驚ろかされました。 

その内休暇で帰国されお会いすると、顔は日焼けして黒く、話はフランス語まじり、コンゴの奥地で通信手段

は太鼓、エイズ、エボラ出血熱、結核の治療にあたっている話を聞き、打ちのめされました。又休暇で帰国さ

れたら待っていたようにお父様の具合が悪くなり、実家で最後まで看取り天国にお送りしたと、その後にお母

様も、そしてお弟様をも看取られたと聞き神様の計り知れないご計画を知りました。 

 

シスターS、長い間お疲れ様でした。お好きな腹話術のお芝居の腕を磨いて楽しませてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉部からのお知らせ 
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２．福島やさい販売 再開 

コロナで中断した、福島のやさい販売を 10 月 29 日（日）に再開します。新たに組織された戸塚教会の信徒

からなる福島支援ボランティアグループが中心になり、NPO 法人「福島やさい畑」の戸塚教会での販売を手伝

います。２ヶ月に 1 回の販売を予定していますが、詳細はその都度、「教会だより」や掲示板等で、お知らせ

します。季節の果物、新鮮な野菜等にご期待ください。 

まだ被害が進行中の原発事故の被災者と共に祈ります。 

 

 

 

 

 

３．今後の活動予定 

3-1.  さおり織 サークル 

日時：９月２1 日 木曜日 10:00～12:00  於：２階集会室 

トートバックなどミシンにチャレンジして分業で作業を行ないます。 ミシンの取り扱い学習会も同じく始ま

りました。 

仲間で楽しい時を過ごしています。 参加自由です。 お立ち寄りください。 

 

3-2.   毛糸の帽子編み サークル 

日時：９月２7 日 水曜日 13:00～15:00 於：２階集会室 

  ステラマリスの活動として 楽しくお話しなどをしつつ活動しています。編み物の経験がない方もどうぞお出 

でください。 
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(９月度)  

いつくしみ深い主よ、 

現実として司祭の高齢化が進み、司祭を志す人々の数が減少している中で、 

司祭職の大切さとそれを目指す人々が私たちの中から誕生していくことを私たちが互いに力強く祈

り支えることができますよう、聖霊の光と力を注いでください。 

 

 (８月度) 

いつくしみ深い父よ、 

司祭、修道者の召命のために、私たちは心を合わせて祈ります。あなたの愛の招きに、「はい。」と

応え、あなたの平和の道具となる司祭、修道者が与えられますように。 

 

 

」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 9 月 9 日(土)及び 10 日(日)に敬老ミサが執り行われ、多くの対象者の方々が参加しました。 

(写真は 9/10 のもの) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

敬老ミサ風景 

一粒会祈りのリレー 
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教会委員会からのお知らせ  

 

 

 

 

毎月の教会委員会・議事内容について 

＜９月度定例教会委員会（9/10）＞ 

【協議事項】 

 （１) 各活動部の来年度予算（財務部、各部） 

＊各部提出の予算書を共有。主な意見は次の通り。 

・横浜や地区の各種養成研修会については、教会へ

戻って修得内容を還元することが求められている(そ

のための教会からの派遣である)ので、講座の受講者

が小教区の講座を担当する、という流れを今年度か

ら明確にして派遣・予算立案を進めることが重要。 

・各種研修会等への参加者への働きかけを明示的に

行うのがよい。 

・入門講座以外の派遣も同様にするのかどうかも含

め、戸塚教会として的確に検討・決定・実施するこ

とが必要である(従来はこの検討ができていない)。 

・福音宣教部、教学部(共同宣教司牧)、その他の各部

にまたがる各種講座がある。 

・派遣費用は教会全体で一括管理がよい。各講座内

容に合う信徒の選定・派遣を検討する場が必要であ

り、教会委員会への報告を行うとともに、教会委員

会が検討の場となるように運用するのがよい。 

・今後は、教学部が軸となって、福音宣教部・典礼

部の派遣も一緒に検討するのがよい。 

・教会全体としてジュネスの在り方・進め方を検討

し、適正に運営するのがよい。 

・聖堂内の手指消毒について、消毒係にやめること

について今後検討いただく。 

＊今後、各部案を基に財務部で予算書を作成し、１

０月の委員会でまとめて検討し、教区へ提出する。 

（2）土地活用における課題について（委員長） 

〇土地活用委員会委員長の S さんから説明： 

・建物建設の場合は、将来の戸塚教会を含む小教区

の在り方等を検討する必要があるが、現在の 6 名の

メンバーではできないと考えるので、教会委員会で

小教区の在り方等を検討願う。 

・現メンバーで可能な検討内容として、建築に係る

論点の整理まで行うことはできると思われる。 

〇神父様・委員会の意見： 

・今後どのように検討をすすめるのかが重要であ

る。現実問題として、コロナ禍のため 3 年間限られ

たスペースの活用も十分にできなかった。アフター

コロナの社会情勢(信徒の活動の充実化などが現実的

に可能となる状況)を踏まえながら、今あるスペース

の有効活用、さらに増築・増スペース(若い世代への

負担を掛けずにシニア世代が多めに拠出する対策案

もある)など、を見せてもらえればよい。 

・現状の利用を踏まえ、今後どのように改善・改良

すればよいのか、という方向で検討をすすめるよう

にしてほしい。現状の教会の状況の延長線で検討を

すすめることで見えてくるものがあると考える。 

・現在のメンバーである程度の結論を得る見込みが

少ない場合は、将来像の検討等に向け、現在の 6 名

以外に新たなメンバーを選定する、教会委員内部で

検討する、などいくつかの対策はありえる。 

・増築・増スペースの検討まで進められる場合は、

そのメリット・デメリットも検討してほしい。 

・現在の土地活用委員会メンバーにおいて無理しな

い範囲での検討にならざるを得ないと認識。 

・個人見解としては、建物の増築は必要性が低い。 

・教会委員会でもう少し練ってからあらためて土地

活用委員会に検討依頼するのがよい。 

・ビジョンは必要である。現状の建物の活用に課題

はないかなどの検討は必要である。 

・マンションなどの大規模修繕の際、居住者の世代

の違いでニーズが異なることがよくみられる。教会

に関連しない団体・活動の利用ができる共存環境な

どに発展することもよい。 

・活動の物理的場所の確保(拡張)が必要と考えていた

が、費用回収の負担がかかる若い世代の考え方をも

う少し確認・理解したうえで再度検討するのがよい 

・いくつかの条件を定めて、シミュレーションとそ

の結果を複数検討・まとめるのが現実的と思う。 

・後の世代への重い負担を掛けることがない検討は

大事である。キリスト教(カトリック教会)の目的はす

でに与えられているので、戸塚教会の(物理的な)目的

の設定は教会の目的に時・場所・状況の制約条件の

中で従うものでなければならない。この部分につい

て戸塚教会の信徒が具体的に考え、具体的な対応を

共有できるようにするのがよい。 

・現メンバーには建築士などの有資格者がいないの
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で、今回は定性的な検討とし、具体的な検討は次フ

ェーズに行うのがよい。 

・次の信徒総会で報告ができるようにしてほしい。 

・将来の小教区の在り方・立ち位置の検討は、信徒

全体の共通認識・検討テーマとして扱うのがよい。

教会委員会でこの点を共有し、信徒全体への問いか

けを行うこととしたい。 

【結論】本日の神父さまのお考えを基本として、現

状の土地活用委員会メンバーで検討をさらに進める 

（3）マリアの宣教者フランシスコ修道会の来日

125 年周年感謝ミサについて(委員長)  

10/7(土)の戸塚修道院大聖堂での感謝ミサに戸塚教

会として出席し祝い金を財務部経費枠内に計上する 

（4）マリア像前のお花の整備と管理(典礼部)  

周辺のお花の管理を有志の方にお任せしてきたが、

管理が難しいという相談を受け、プランター設置(ガ

ーデニング含む)はボランティア募集とする。 

（５）２F 会議室の整理について(教学部） 

・印刷機横の棚を B1F に移動は管財部で検討する。 

・教会学校(20 年前くらい)のプロジェクターは廃棄

する。 

（６）福島やさい畑」支援ボランティアグループ活

動について（福祉部） 

〇担当の S さんから説明： 

・福島やさい畑の販売再開を検討したい。教会前の

道路際(外掲示板寄りの敷地内)に椅子 2・3 脚を用意

し、今回はＮＰＯ法人（副理事長は横浜教区・山口

道孝神父）と提携、販売は NPO 法人自身(1、2

人)、ボランティア(3、4 人)が支援。2 ヶ月に 1 回

(直近は 10/29(日)、荒天の場合は地下駐車場を利用

したい。1 年単位で活動を見直し、次年度の継続可否

を判断する。荷物はトラック運搬。 

・駐車場誘導、人の誘導の障害にならない等留意し

て実施する。 

（７）オープンデー10/1（日）開催（福音宣教部） 

・時間は 12:30～14:00、雨天中止。 

・初回からほぼ 1 年が経過し、現在支援グループで

評価と見直しを始めている。 

・過去の実施例では、多くて 3 名の参加はある。夏

の暑い時期は参加ゼロだった。近隣の人々に教会の

存在などを知っていただく点では意義はある 

・他イベントと連携の方向で。10/29(日)の福島やさ

いは 12:00 に終了するので、11 月分のオープンデ

ーを前倒しで実施。（１０月は 1(日)、29(日)） 

（８）高齢者を車で送り迎えするボランティア募集

について（総務部） 

・主日ミサ参加のため、自家用車で自宅や施設から

教会までの送り迎えのボランティアを募集する。 

・「カトリック教会学校・その他行事傷害見舞金制

度｣に加入し、参加者の傷害事故・人身事故発生時の

補償が可能。 

 

［報告事項］※ミサ行事予定表と重複内容は割愛 

【管財部】 

① クリプタの雨漏りについて 

対策費用の業者見積りが高額なため、管財部にて行

う対策で暫く様子を見たい。 

② 9/8(金)に聖堂の雨漏りが発生したため、これか

ら原因の調査と対応方法を検討予定。 

③ 10 月にガラス掃除予定。 

【典礼部】 

① 報告事項 

ア 集会祭儀：主日の 8/5(土)6(日)、司祭不在に実施 

イ 祈りのリレー：8/6(日)～8/15(火)に戸塚教会、

原宿教会、聖母の修道院が「祈りの一覧表」を共有 

ウ 聖母の被昇天ミサ：8/15(火)10 時ミサ ※ミサ

後、前庭にて懇親会。 

エ 祈りの会：8/20(日)10 時ミサ後、久我神父様の

ご指導。9 名が参加。 

オ 敬老のお祝いミサ：9/9(土)、9/10(日)※ミサ

後、希望者には病者の塗油。 

カ ポケトーク（音声翻訳機）の購入 2 台 ※典礼部

が保管中。活用希望者からの申出あれば貸与する。 

② 今後の予定： 

ア 田丸神父様の対話週間：9/27(火)～9/29(金)14

時～15 時（受付に事前申込）。 

イ 七五三のお祝：11/12(日)10 時 ※9 月から所定

の用紙による申込書を配布して受付。 

【教学部】  

① 報告事項：アイウは田丸神父様のご指導 

ア 祈りを深める分かち合いの集い：8/16(水) 

イ 祈りを深める分かち合いの集い：8/19(土) 

※土曜日開催は一旦休止、新たな形の講座等を検討 

ウ その日のミサの福音を味わう集い：9/3(日) 

② 今後の予定： 

ア 祈りを深める分かち合いの集い・・・ 

９/20(水)14：00～15：30、田丸神父様のご指導 

イ 「第 5 地区内キリスト教講座担当者世話人の集
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【福音宣教部】 

① 報告事項 

ア 『神奈川第 5 地区共同宣教司牧委員会』： 

今年度はすでに 3/26(日)と 6/25(日)の 2 回開催、

第 5 地区の 7 つの小教区教会それぞれ「祈る力」、

「信仰を伝える力」、「神の愛を証しする力」三部

門を育てる部門の養成の現状を情報交換。 

事務局を担う戸塚教会も、早期にこの三つの力を養

成するために教学部と協働して、共同宣教司牧を実

現しながら、具体的な計画・実行を考えている。こ

の三部門を統合しながら学び直すことは、戸塚教会

の目標と将来像を見出すために不可欠な作業と考え

る。また、梅村司教が求められている教会像は、シ

ノドスを基本とする教会全体の姿と一致することを

知ることも急務と考えている。 

② 今後の予定 

ア 『2023 とつか合同クリスマス』について： 

※2020 年からコロナで休会、今回は 3 年ぶり再開 

※11/5（日）に最終実行委員会開催予定。 

＜参加教会＞戸塚地域のプロテスタント 8 教会、カ

トリック教会、明治学院大学、とつか YMCA。 

＜日程概要＞ 

・ 12/３（日）、『キャロリング』（合同聖歌隊）

16:30～18:00、戸塚駅周辺 3 か所。 

・ 12/9（土）、『とつか合同クリスマス』14:00～

18:00、湘南 YMCA ホール。 

＜カトリック教会の分担・役割＞ 

ページェントのメッセージおよび祝祷：田丸神父。 

ページェント第 3 幕「誕生」配役担当 

→当日は 15:00 からリハーサル、16:30 から本番

(17:30 まで)に対応するべく、子供の配役は福音宣

教部で候補者確認・選定する。 

【広報部】 

①各活動部からのお知らせを引き続き募集 。 

② 10 月号編集委員会は 10/1（日）、掲載する場合

は９月中に原稿送付願う。 

【行事親睦部】 

① 9/14(木)に、掲示板にフリーマーケットのポスタ

ーを貼付し、10/22(日)まで掲示予定。 

②地下冷蔵庫内の飲食物について、冷蔵庫ドアにつ

けたホワイトボードに各部の名前と内容品を記願う 

③ 地下駐車場の整理終了。 

 

【世界難民移住移動者の日・献金（財務部）】 

「世界難民移動移住者の日」は、１９７０年に聖パ

ウロ六世教皇が教皇庁移住・観光者司牧委員会（後

に移住・移動者司牧評議会となり、現在は総合人間

開発省に統合）を設立したことを受け、「各小教区

とカトリック施設が、国籍を超えた神の国を求め

て、真の信仰共同体を築き、全世界の人々と『とも

に生きる』決意を新たにする日」として設立されま

した。 

「世界難民移住移動者の日」には、おもに滞日・在

日外国人、海外からの移住労働者、定住・条約難

民、外国人船員や国際交通機関の乗組員とその家族

のために「祈り・司牧的協力・献金」がささげら

れ、それらは日本カトリック難民移住移動者委員会

を通じて、幅広く支援に役立てられています。 

戸塚教会では 23 日、24 日で献金を行います。皆様

のお祈りとご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

次回教会委員会は 10/8(日) 11:15～ 

 

 


